
吉川研究室吉川研究室
マルチスケールシミュレーションによるCFRPタンク設計の高度化

革新的シミュレーション研究センター
基礎系部門

工学系研究科 機械工学専攻
マルチスケール固体力学

http://www.young.iis.u-tokyo.ac.jp/

吉川研究室

【提出用】

リファレンスタンク
材質　  アルミ合金
直径　  5.2m
長さþ鰐7.9m
重量　  3.4ton

開発タンク
材質　  CF/LCP
厚み　  4.0ｍｍ
直径　  5.2m
長さþ鰐7.9m
重量　  1.２ton

推力伝達部

宇宙戦略基金　  宇宙戦略基金　  DXDX技術を活用した低コスト熱可塑スト熱可塑CFRPCFRP製大型タンクの設計・製造技術の高度化

推力伝達部

耐圧　  0.5 MPa x 5

軸圧縮荷重　  
5,000KNｘ2以上

高靭性　  マイクロクラック抑制
炭素繊維と同オーダーの線膨張係　  

CF/LCPテープ剥離防止
高樹脂流動性　  炭素繊維への含浸性
極低温特性　  FSþ鰐CF/LCPパイプの成果

CF/LCPテープの優位性 ATP成形の実績

航空機部材用
プリフォーム
CF/PAEK

ATP成形 資源掘削用
パイプ CF/PEEK

CF/LCPCF/LCPテープによる曲面成形

アルミ合金から合金からCFRPCFRPへ

CFRPCFRP材料開発
シミュレーションによる接合部最適設計

Automated Tape Automated Tape Automated Tape Automated Tape Automated Tape PlacemnetPlacemnet による製造技術

ATP成形装置 ヘッド
テープ幅 ｼ ～2インチ
テープ本数 8本

●テープ張力制御＠各テープ

ドーム部形状成形時の温度条件の均一化

インラインモニタリングによる品質保証

材料開発、設計技術開発、成形技術開発、検査・評価技術材料開発、設計技術開発、成形技術開発、検査・評価技術
開発を有機的に連携させるデジタルエンジニアリングプラット開発を有機的に連携させるデジタルエンジニアリングプラット
フォーム上でマルチスケールシミュレーションによる材料開発、フォーム上でマルチスケールシミュレーションによる材料開発、

設計、成形、検査・評価の高度化を展開
設計技術þ鰐
・低温衝撃マイクロクラックの予測
・CFRP接合部最適設計成形技成形技術þ鰐

・直径５mのドーム部と直胴部を高速かつ高精度でライナーレス成形するATP
技術およびコンソリデーション（溶融完全一体化）技術

・CFRP直胴部/ドーム部、マンホール/CFRPドーム部、CFRPタンク/推力伝達
部材の接合技術部材の接合技術

検査
部材の接合技術

検査・
部材の接合技術部材の接合技術部材の接合技術

検査・評価技術þ鰐
・ATPインプロセスで製造誤差を検知
・CFRPの強度シミュレーションおよび成形シミュレーションに基づき適切な許容誤
差設定

・CFRP直胴部/ドーム部、マンホール/CFRPドーム部、CFRPタンク/推力伝達
部材接合部の非破壊検査技術

材料開発þ鰐
・最適なLCP/CFテープ材料設計

シミュレーションによる接合部最適設計

AIによる最適積層構成の探索
インライン検査システム
●既存技術　 平板レベルでの検査技術
●課題　 タンク曲面形状への適用性拡大

CFRP材料、マルチスケールモデリング� Be301

芳村研究室芳村研究室
気候システムと水循環

人間・社会系部門
大規模実験高度解析推進基盤(LEAP)

工学系研究科 社会基盤学専攻 、新領域創成科学研究科 自然環境学専攻
同位体気象学

https://isotope.iis.u-tokyo.ac.jp

芳村研究室
※研究室名のみ⼊⼒ください

【提出用】

Where we are What we do

気候と水循環の理解を通じて社会への貢献を目指す
芳村研究室は気候・水循環・同位体といった観点から地球をとらえ

気候システムの理解や水災害の抑止に貢献しています。

東京大学柏キャンパスの、生産技術研究所大規模
実験高度解析推進基盤に研究室があります。

研研究究ススペペーースス
メンバーが集中的に議論
する機会があります。

談談話話ススペペーースス
研究室メンバーの憩いの
場所。

オオーーププンンキキャャンンパパスス
球体ディスプレイによる
水循環の可視化で誰にでも
わかりやすく！

同同位位体体実実験験室室
質量分析計や
レーザー分光計など
各種実験機材も完備。

学学会会ででのの研研究究発発表表
国内外問わず積極的な学会
での発表を通して研究成果
を共有しています。

国国際際色色豊豊かかななメメンンババーー
世界各国の学生が研究に
関して日々活発な議論を
行っています！

統合陸域シミュレーター
ILS

MATSIRO の本質的な機能を取り入れた、
より高速なエミュレータを開発する

気気候候

モモデデルル開開発発・・適適用用をを通通じじてて気気候候シシスステテムムのの理理解解をを深深めめ
気気候候変変動動対対策策等等にに有有用用なな情情報報をを発発信信ししてていいまますす。

水水循循環環

観測降水データから洪水を
予測する「Today’s Earth」

AIにより数値シミュレーション
から局地降水を予測

モモデデルル開開発発・・適適用用にによよるる水水循循環環過過程程のの再再現現とと予予測測をを
通通じじてて世世界界のの水水資資源源管管理理やや減減災災にに貢貢献献ししてていいまますす。。

同同位位体体

同同位位体体をを用用いいてて気気候候再再現現ややモモデデルルのの精精度度改改善善をを行行うう
手手法法をを開開発発しし、、気気候候シシスステテムムのの理理解解をを深深めめてていいまますす。。
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MATSIRO

Emulator

大気海洋結合水同位体モデルでの
降水同位体比と観測値との比較

降水中のトリチウムのモデル化
Konan

MisasaHongo, Kashiwa, Tsukuba, Yokosuka

福島事故後

気候システムと水循環� S104 (柏キャンパス)




